
日本家政学会第26回総会

研　究　発　表　要
ﾋ ■，

日

A. 食　物　学　10月２日南 第１会場　午前9:30 ～12: 00

A －1 いn 才スミり戒拓 二みぷIf Tタペストリン了lレコバレ／･磨響え榎
回よ象研 あ鳶そi合?　 新潟尺駁育O  菅犀噫ヽ長子

目的 単塊麹 ７ ･g:こ糖類了＼レコ-  Iレにつ ロヽ の報拓 ぷ散やくづ7 れ7  ヽり が.ﾃ 勺

久ド ン了}しユ- Iしにつぃ? の秘告1ぶ少い。しがし　 このむのほ喰みの品質浙払 芦ふ

の意味r 冲 くの食みに使用ぴれひ､ ゐ。そこでデペスト リンアlレコづ レを摂μ レ以遠
氷 こi 拝にどめぶうぴ影響が現れ名ヵヽ石知 名曰貳に叉験を行っ匹

才法　ライスター系　幼鑓句ネズミ､こ釘し か～釦％尹苛スト リン7  Iレコー|しそ乱
ぺした飼料 を4 週昨S1与レに。そめ厠の成長ルぶぴ絶喰綺r^らiF〕こ判詞摂取直後にλ

･7 名乳糖を測 匙した. 列にダa  毎にf  きスト 一卜T)ﾚｺ-    )レ。飼料屁x､*･& 増加 レ

とり 程度劣？゙の晨x､ が可隨ごあ-^ヵを、栽長、ア茸旧 肩蕉剱旨跨としｚ判更し、み｡ｸ･
･ド ヽ吸収率、ビタミン排泄i:^  無よ り 卵 限 ♀群 とに軟しに

紐失　 ふヽリ スス の飼料 和二デそスリ ンＤレユ- /レノダな五混X しマ 右> ^ えでミ
の成長を阻 容しび、1.　レクヽレ訟な混入渾名し八暮 が・・や阻客7 れ乱 聯 吋ヽ ﾔのよ澱診

＆1"ヘマ テそストリ ユ･ロレコ- )いこぷ え？ひ 頑次増加 の方泳石行えばシ-aネズミ坏
この飼柿 こ･恂八レ八長す孔 刹料摂取ゑ後の血浦ま ほ。対照群､ニにベデ千ズト ソンマ

ルユーIレ流ぺ飼拝群 鳶低い。しぶヽし絶食痔の々れほ、ﾃﾄ？ストリンT･レユ' 1レ混入飼
かμ7[が高い。


